
ゼロ知識証明に出てくる⽤語

向けのハッシュ
の回路にしたときにサイズが⼤きくなるなどの理由で向き不向きが出てくるそうだ。

に⽐較表を作ってもらった。

ハッシュ関数 回路コスト 実装の難易度 暗号強度 での採⽤例 備考

非常に⾼い（ ） 中 非常に⾼い （互換性目的）、 （非効率） 通常の暗号⽤途では標準。 ⽤
非常に⾼い（ ） やや複雑 非常に⾼い 、 、 互換のために選ばれるが
⾼い（ 〜 ） 中 ⾼い 系、 よりは軽いがまだ には不
中程度（ 〜 ） やや難（ 演算あり） 中程度 （ ）、 楕円曲線との親和性が⾼い、
低い（ 〜 ） 非常に簡単 中程度（構造に依存） 、 、 ラウンド関数が単純。分析がやや
非常に低い（ 〜 ） やや難（パラメータ設計あり） ⾼い（ 設計） 、 、 、 現在最も フレンドリー。
低い（ 〜 ） 中 ⾼い （例︓ ） より強めのセキュリティ

楕円曲線の名前。 の にも出てくる。 を調べているときに出てきた。

データ可⽤性 、

の状態を再構成するために必要なデータが、誰でもアクセス可能な状態であること。
つまり、「この取引が正しく処理された」と主張するだけでなく、その根拠となるデータが公開されているかどうかが問われます。
でいうところの のようなものか。

基本的に に展開しておく

オペレーター、シーケンサー、プルーバー、リレイヤー
の運⽤側の役割名 より 。

オペレーター
以下の役割の総称だと思う

シーケンサー
トランザクションの順序を決定し、処理をまとめる役割。

プルーバー
状態変更に対する 証明（ ） を⽣成する役割。

リレイヤー ※場合によって
が⽣成した証明を に送信する役割。

の実装でしばしば⾒かける会社。認証関係の会社なので、 みたいな感じで としたのか。
もここにあるリポジトリから していた。

の回路⽤コンパイラ。
回路⽤の⾔語名も で、拡張⼦も .circom にする。

ライブラリ。次の circomlibjs と間違いやすい。

ライブラリ。前の circomlib と間違いやすい。
や の算出に使われる。




